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平成２８年度総会で挨拶を述べる福山会長

最優秀賞に選ばれた

ロゴマーク

生石地区まちづくり協議会のロゴマーク募集には、小中学生から

71歳までの計32名の方から36作品の応募がありました。

５月１９日の役員会で応募作品を選考した結果、最優秀賞には松浦

日出夫さん（南吉田町）が見事輝きました。優秀賞は山野弘さん（高

岡町）と佐伯光彦さん（高岡町）の両名に決まりましたが、上位3作

品の得票数は一票差ずつの大接戦でした。

採用ロゴマークは、当協議会の封筒や各種印刷物に載せたり、ス

タッフジャンパーやベスト・帽子などにプリントしたりして、「生石

まち協」の存在をどんどんアピールしていきたいと考えています。

ご応募頂きました皆さん、ご協力ありがとうございました。

「垣生（はぶ）」と言えば、垣生小

学校、垣生中学校がある「今出（いま

ず）地区」が思い浮かびますが、古い

文書には「埴生（はぶ）」郷として

「埴生・富久・高岡・久保田・吉田・

別府」が書かれているので、広い地名

であり、伊予国の温泉道後の表玄関と

して徐々に発展していた瀬戸内側の地

名から来たものと思われます。

また中世河野水軍の「御一門３２

将」の中に垣生氏の名があり、南吉田

には「垣生」姓の家が多くあります。

＜最優秀賞の松浦日出夫さん＞

垣生山 山頂

生石の子どもたちは、地域の宝ものです。その宝ものに磨きをかけ続けているク

ラブ「生石ＧＧ」を紹介します。

生石グラウンドゴルフクラブ（生石ＧＧ）は、生石地区在住者を対象に平成９年

４月に発足し、今年２０周年を迎えました。発足当初４０名だった会員も、２年後

には約１００名に達し、現在に至っています。

平成１３年からは、地域活動と公民館行事にも少なからず貢献をしてきたのでは

ないかと自負しています。「生石ＧＧ」は、生石小学校の有力な地域協力組織とし

て、ＰＴＡと並ぶ存在となっており、学校からも厚い信頼を頂いております。学校

教育活動への協力に力を入れており、教育の一環としての三世代交流「田植え」

「稲刈り」「餅つき」などを、１年生～６年生までの全校生徒と、地域からの協力

者約１５０名が参加して盛大に行っています。その他にも、１年生の「昔の遊び」、

２年生の「じゃがいも作り」、３年生の「名人に挑戦（花づくりや昔の生活等）」

など、年間の恒例行事としてかかわっています。

また、放課後の「子どもいきいき教室」では「工作教室」「算数教室」「手芸教

室」「自由教室」などを、週一回指導に当たっています。(和田 善光 談)
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生石ＧＧの功績

四
月
二
十
一
日
十
九
時
か
ら
生
石
公
民
館

に
於
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
の
総
会
が
行

わ
れ
、
新
年
度
の
役
員
、
事
業
計
画
案
及
び

予
算
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



福祉部
 　田中　正昭

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

副
会
長

髙
藤

賴
夫

今
年
度
よ
り
「
生
石
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
の
副
会
長
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
髙
藤
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
垣
生
山

整
備
部
の
お
手
伝
い
と
、
生
活
安
全

部
で
、
防
災
の
啓
発
活
動
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

四
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、

震
度
七
が
二
回
発
生
し
、
体
に
感
じ

る
地
震
は
千
五
百
回
を
超
え
て
い
ま

す
。南

海
ト
ラ
フ
地
震
は
今
後
三
十
年

以
内
に
、
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
確
率

で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
防
災
と
は
災
害

か
ら
自
分
や
、
大
切
な
家
族
を
、
守

り
助
け
る
た
め
の
備
え
を
す
る
こ
と

で
す
。
更
に
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
、

周
り
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て
災
害
に

備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
全
安
心
な
生
石
地
区
を
目
指
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を

進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
石
の「

安
全
安
心
」
を

め
ざ
し
て
！

え
ひ
め
国
体
に

お
花
の

お
も
て
な
し
！

教
育
文
化
部

替
地

和
人

教
育
文
化
部
で
は
、
環
境
部
の
協
力

を
得
て
、
「
花
の
お
も
て
な
し
活

動
」
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

生
石
地
区
は
、
松
山
市
の
、
い
や

愛
媛
県
の
空
の
玄
関
口
で
す
。

十
月
頃
に
空
港
や
生
石
地
区
の
道

路
に
小
中
学
生
が
育
て
た
花
を
置
い

て
歓
迎
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
番
は
来
年
で
す
が
予
行

演
習
と
し
て
今
年
か
ら
取
り
掛
か
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る

小
中
学
生
の
家
庭
に
プ
ラ
ン
タ
ー
と

苗
と
土
を
配
布
し
、
育
て
て
も
ら
い

ま
す
。
夏
の
暑
い
日
の
水
や
り
が
大

変
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ

値
打
ち
が
あ
る
活
動
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
垣
生
山
整
備
部
や
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て

整
え
ら
れ
た
垣
生
山
で
、
垣
生
山
学

習
会
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
マ
ッ
プ
も
二

十
九
年
度
に
発
行
予
定
で
作
っ
て
い

き
ま
す
。
今
年
度
は
、
一
つ
一
つ
の

文
化
財
の
調
査
を
し
っ
か
り
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

心

生
活
安
全
部

三
好

利
満

今
年
度
生
活
安
全
部
で
は
、
以
下
の
安

全
安
心
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

①

各
家
庭
の
災
害
対
策
強
化
を
目
的
と

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
家
具
の

固
定
の
仕
方
、
自
宅
の
耐
震
強
化
、
食

料
・
飲
料
水
の
備
蓄
な
ど
を
分
り
や
す
く

説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
に
生

石
地
区
自
主
防
災
組
織
連
合
会
が
作
成
、

配
布
し
た
「
生
石
地
区
防
災
マ
ッ
プ
」
と

併
せ
て
活
用
し
、
各
家
庭
で
減
災
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

②

前
年
度
に
引
き
続
き
各
地
区
の
自
主

防
災
会
と
連
携
し
て
地
震
に
関
す
る
講
習

会
を
行
い
ま
す
。
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
関
す
る
基
礎
知
識
」
「
松
山
で
発
生

し
た
災
害
・
予
想
さ
れ
る
災
害
」
「
身
近

に
出
来
る
防
災
・
減
災
」
等
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
び
、

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③

「
地
域
と
地
元
企
業
が
連
携
す
る
防

災
訓
練
の
実
施
」
に
つ
い
て
も
、
地
元
企

業
に
参
加
を
呼
び
か
け
防
災
訓
練
へ
の
参

加
を
図
る
と
と
も
に
、
有
事
に
備
え
た
取

り
組
み
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 ２面

① まちづくり基本計画にそって「安全・安心」「世代間

の交流」「地域の近所の助け合い」の一助となる福祉マップ

をつくる計画です。介護福祉施設、病院、介護タクシー、交

流サロン及び日常生活に有益な情報を掲載した福祉マップを

全戸配布いたします。

② 高齢者の不安を解消して自立支援に役立つことや、健

康増進の一助となるような福祉講座を実施する計画です。

③ 児童生徒がいろいろなハンデイキャップを

抱えるひとの実情を理解し、対応方法を身に付け

る体験学習を実施する学校、社会福祉協議会の活

動に参加し、地域も福祉学習をさらに充実する計

画です。

④ 地域のみなさんに役立つ福祉に関する講座

を実施いたします。

福祉 の充実 めざし

福祉マップ づくり

有
事
に

備
え

防
災
・

減
災
対
策
を
！



　

６月１０日（金）生石公民館におい

て、「ふるさと学級」が開校しました。

第１回講座は「消費者教室」で、松山

市消費生活センター相談員の前田和子先

生と市民相談課楠元先生をお迎えしての

講座は、市消費者四つ葉グループの皆さ

んの「心に迫る寸劇」を観た後、前田先

生から「還付金詐欺や通信販売モニター

販売等」など身近で起きているお話を、

分かりやすく、ユーモアを交えての話に、

参加者の皆さんもよく理解でき、納得の

講座となりました。（長谷川 妙子記）

４月２１日、高岡分館では、生石地区で唯一高齢者組織の空白

地域となっていました高岡町に「高岡高齢クラブ」（米井義正会

長以下８８名）が発足し、創立総会が行われました。

従来から高齢者が多く参加する、趣味や健康目的のグラウンド

ゴルフ、スマイルボーリングなどや、最近発足した囲碁将棋クラ

ブなどを母体として、一般の高齢者も入会し易いクラブとなりま

した。高齢者は多様でパワーは大きく、今後も参加者を増やし

「地域の静脈」として、アナログなネットワークの核となるよう

期待されています。

（一色 和夫記）

垣生山整備部

川本 三美

垣生山整備部が正式に発足して３年が経過しました。平成２６年２月の北吉田町弁天山トンネル上の陽光桜植樹

（野志松山市長植樹）に始まり、平成２６年１２月には、高岡町の垣生山登山道入口の雑草開墾を行い、花壇作りに

挑戦、松山市総合公園緑地課のご指導により花の種蒔きを行い、パンジー、コスモス、皇帝ダリアなどの植え付けに

成功しました。平成２８年１月には、高岡町登山道中腹に陽光桜を、生石小学校６年生の卒業記念として植樹するこ

とが出来ました。

これも生石地区の皆様の温かいご支援、ご協力の賜と感謝致しております。これからも垣生山に沢山の桜を植樹し

て参ります。目標は１０００本桜です。前述のように今年から３ヶ所の草刈りと、花壇の整備も行っていますので人

手が不足しています。皆様のご協力、ご参加をお待ち致しております。

第１回 「陽光桜を見る会」 盛大に開催！！

３月２６日（土）生石地区まちづくり協議会主催で、「垣生山

で陽光桜を見る会」が行われました。当日は晴天にも恵まれ、北

吉田登山口から垣生山をめざしました。弁天山トンネル上方の

「陽光桜」を観賞したあと、垣生山公園をめざしてみんなで登り、

山頂からの眺めは最高でした。

その後、高岡側登山道を下山し、生石公民館へと戻り、野志市

長をお迎えして、用意された「しし鍋」と「お寿司」で歓談、

「第１回陽光桜を見る会」は盛会のうちに終えることができまし

た。（門田 慎二記）

”「ふるさと学級」開校！”

ご寄付のお礼！

「生石地区まち

づくり協議会」に、

ご寄付を賜りまし

た、各事業者の皆

さま、誠にありが

とうございます。

今後ともご支援、

ご協力のほどをよ

ろしくお願いいた

します。

垣生山 に１０００本

桜の里やまめざして ！

祝 高齢クラブ 発足！

３面



☆７月１０日（日）市民大清掃 ・参議院選挙

★７月１５日（金）高齢者学級（生石公民館）

☆７月２１日（木）ふるさと学級料理教室（生石公民館）

★７月２７日（水）親子料理教室（生石公民館）

☆８月１１日（木）垣生山学習会（まち協・教育文化部）

★９月 ６日（火）健康講座（生石公民館）

※生石公民館休館日；８/１１（木）～８/１６（火）

＜ 編 集 後 記 ＞
＜おしらせ＞

久保田町では６月４日（土）履脱天満宮広場に６９

名が参加して恒例の防災訓練が行われました。訓練では、

濃煙体験や、起震車による熊本地震（震度７）を疑似体

験するなど、自助防災の必要性と救急処置方法などを受

講した後、炊き出しで用意された「豚汁」と「おにぎ

り」を試食し散会となりました。

富久町では５月１５日（日）、富久公園で、恒例の「富久町運

動会」が盛大に行われました。競技は５地区の対抗戦。老若男

女、三世代が交流しての運動会となりました。

グラウンドは狭いが工夫を凝らし、２５ｍターン方式で対抗

種目は行われ、「ゲート通し」「じゃんけんぽん競争」や「二

人三脚」など。二人三脚のご夫婦が、お父さんが子どもを抱っ

こして走る光景に周りから惜しみない拍手が送られていました。

運動会の華はやはり地区別対抗リレーでした。２５ｍの旗を折

り返す５０ｍ走！は途中結果が読めない？アンカーのゼッケン

選手のゴールインで決まることもあり、最後まで気を抜けない

応援合戦となりました。地区対抗リレーを制したのは４地区、

総合優勝は昨年に続き５地区でした。

南吉田町では５月１５日（日）、恒例の「こどもの日運動会」

を町内中央公園で、子ども、保護者ら３５０名余りが参加して

盛大に行われました。

大会は参加者全員が公園グランドに集合して、大会長の区長

さん、来賓者のあいさつの後、「生石小学校の校歌」を斉唱、

その後ラジオ体操で体をほぐし、いよいよ競技開始です。小学

１・２年生の「かけっこ」を皮切りに、パン食い競争やジャン

ケン競争、大人が参加してのバケツリレーなど、２０種目を超

えるプログラムが用意され、参加者は快い汗をかいていました。

また、この日のメインイベントは何といっても男女混合の４地

区別対抗リレーでした。選手も、声援を送る保護者も一丸と

なって大盛り上がりのフィナーレとなりました。

和気あいあい

「生石まちづくり通信」も今回で第８号となりまし

た。今号では、各専門部会の部長さんに、今年度の活

動方針や取り組みについて紹介して頂きました。生石

地区に住む一人でも多くの皆さんに幸せを実感して頂

ける活動を行い、実り多き一年としたいものです。

今年もまた暑い夏がやってきます。長期予報では、

今年は、例年にない暑さとなりそうだといわれていま

す。暑い日中は外出を控え、熱中症対策など健康第一

でこの夏を乗り切りましょう！（石本隆廣記）

震度７

富久町運動会

南吉田町「こどもの日」運動会

５月２９日地区対抗ソフトボ-ル大会が帝人北グランドで行

われました。

この大会は今年で５２回目、半世紀以上の歴史を重ねていま

す。当日はあいにくの天候で、開催が危ぶまれる空模様でした

が、参加選手のハッスルプレイで雨空を蹴散らし、全日程を終

了。結果は、高岡町が４連覇中の北吉田町を接戦の末破り１１

年ぶりに優勝！を果たしました。

高岡町が１１年ぶりに優勝飾る！！
熊本地震 を 疑似体験！！

４面

地区別 対抗リレー に 熱い声援！

３面


